












































 栄養指導前後の 2 群間比較の結果，栄養指導後には BUN，
血清 P，Ca×P 積，TAC において有意差な低下が認められた．
また，血清Caには有意な上昇が認められた(表1)．




血清 P，Ca×P 積，ALP，TAC に有意な低下が認められた．維
持群ではAlb，nPCR，血清P，Ca×P積に有意な低下が認めら
れた(表3)．
表1．栄養指導前後の比較 
 
表2．リン吸着薬服薬量の変化による2群間比較 
 
【考察】
当院では，高P含有食品である乳製品，小魚，内臓類の摂
取を控える事や，加工食品・冷凍食品を控える事などの栄養
指導をしている．特に加工食品・冷凍食品についての指導を
最も多く行なっている．これらの食品には保存料や酸味料等
の目的で添加物として無機Pが使用されている場合が多く，
それらは吸収性に優れているため，少量でも注意が必要とさ
れている．近年，食品添加物を避ける教育を受ける事により
血清Pの低下効果が報告されており、今回，血清P低下効果
が得られた理由には，高P含有食品に加えて，食品添加物を
避けるために加工食品・冷凍食品を控える指導を行った事が
効果的であったと考えられた．
【結論】
後ろ向き調査では，管理栄養士による栄養指導により透析
患者の血清P低下効果が認められた． 
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